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２
月
19
日（
月
）、花
き
園
芸
専
門
委
員
会
フ
リ
ー
ジ
ア
部（
逸
見
孝

志
部
長・上
町
４
）に
よ
る
生
育
巡
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。巡
回
で

は
、生
産
者
全
員
が
各
圃
場
を
回
り
、生
育
状
況
と
今
後
の
注
意
点

に
つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。当
農
協
の
フ
リ
ー
ジ
ア
は
、こ
う
し
た

部
会
の
取
り
組
み
に
よ
り
市
場
評
価
も
高
く
、３
月
中
旬
よ
り
出
荷

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

参
加
者 

堀　

由
紀
子 

村
山
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
専
門
員

　
２
月
10
日（
土
）、池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
お
い
て
、「
新・農
業
人
フ
ェア
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
フ
ェア

は
、新
規
就
農
者
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、農
業
法
人・自
治
体・就
農
支
援
機
関
等
が
、農
業
に
興

味
の
あ
る
来
場
者
に
対
し
情
報
発
信・相
談
活
動
を
行
う
就
農
相
談
会
で
す
。山
形
市
が
平
成
29
年
７
月
か
ら

出
展
し
て
お
り
、当
日
は
全
国
各
地
か
ら
２
５
４
の
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、１
０
０
６
名
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
形
市
が
出
展
し
た
ブ
ー
ス
に
は
若
者
を
中
心
に
大
勢
の
相
談
者
が
訪
れ
、山
形
市
へ
の
移
住
施
策
の
取
り
組

み
や
、当
農
協
の
セ
ル
リ
ー
団
地
や
山
形
農
協
で
新
設
す
る
き
ゅ
う
り
団

地
の
受
入
体
制
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。相
談
者
に
は
山
形
を

訪
れ
た
事
が
な
い
方
が
多
く
、ま
ず
は
農
業
体
験
と
山
形
観
光
を
勧
め
、

セ
ル
リ
ー
栽
培
の
研
修
中
で
あ
る
松
井
弘
幸
さ
ん（
西
田
在
住
）や
出
席

し
た
職
員
ら
が
丁
寧
に
対
応
し
ま
し
た
。

参
加
者

○
山
形
県
村
山
総
合
支
庁
産
業
経
済
部

　

農
業
技
術
普
及
課　

普
及
指
導
員 

土
門　
　

薫

○
山
形
市
農
林
部
農
政
課　

担
い
手
育
成
係 

相
田　

正
勝 

係
長

○
山
形
市
農
林
部
農
政
課　

担
い
手
育
成
係 

今
野　

一
樹 

主
幹

○
山
形
農
業
協
同
組
合　

営
農
経
済
部
営
農
米
穀
課

　

東
海
林
賢
一 

副
主
幹

フ
リ
ー
ジ
ア
生
育
巡
回

高
品
質
を
目
指
し
た
部
会
で
の
取
り
組
み

新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
in
東
京

山
形
さ
来
て
け
ら
っ
し
ゃ
い
！

上
町
支
店
わ
か
ば
の
会
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

冬
場
の
運
動
不
足
と
寒
さ
を
解
消
！

　

２
月
11
日（
日
）、上
町
支
店
わ
か
ば
の
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
74
名
の
参

加
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。わ
か
ば
の
会
会
長
坂
本
栄
一さ
ん（
五
日
町
）の
見

事
な
始
球
式
の
後
、競
技
開
始
。子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
賑
や
か
に
、冬

場
の
運
動
不
足
を
解
消
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今年の各年代の優勝者は次の通りです。（敬称略）

「男子の部」
・49歳以下 大築　　徹（上町７）
・50歳から59歳以下 早坂　　隆（上町１）
・60歳から69歳以下 平吹幸治郎（上町５）
・70歳以上 結城　徳彦（上町３）

「女子の部」
・49歳以下 庄司　鈴佳（上町７）
・50歳から66歳以下 山口　恵子（上町７）
・67歳以上 結城　清子（上町３）

「ハイスコア賞」
・男　子 平吹幸治郎（上町５） ・女　子 山口　恵子（上町７）
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２
月
13
日（
火
）、山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、花
き

園
芸
専
門
委
員
会（
鈴
木
昇
会
長・肴
町
２
）第
34
回
総
会

が
Ｊ
Ａ
や
各
市
場・関
係
機
関
の
来
賓
を
迎
え
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。総
会
で
は
早
坂
隆
さ
ん（
上
町
１
）が
議
長
に
選
任

さ
れ
、平
成
29
年
度
の
事
業
及
び
決
算
報
告
、平
成
30
年
度

の
事
業
計
画
等
の
全
議
案
が
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
は
福
花
園
種
苗
㈱
の
営
業
部
営
利
栽
培
課
松

永
亮
課
長
に
よ
る
種
苗
紹
介
の
講
演
が
行
わ
れ
、最
近
注

目
さ
れ
て
い
る
切
花
花
き
の
品
目
や
品
種
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
近
は
季
節
感
の
あ
る
露
地
出
荷
品
目
が
見
直
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
２
月
23
日（
金
）、山
形
国
際
ホ
テ
ル
を
会
場
に
大
型
農
機

利
用
研
究
会
第
43
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。伊

藤
邦
彦
会
長（
五
日
町
）の
挨
拶
、来
賓
と
し
て
大
山
組
合

長
、Ｊ
Ａ
全
農
山
形
生
産
資
材
部
農
業
機
械
課
大
滝
浩
希

課
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。総
会
で
は
、全
議
案
と
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、来
賓
の
挨
拶
に
あ
り
ま
し
た「
Ｊ
Ａ
全
農
独
自
型
式

ト
ラ
ク
タ
ー
」と
は
、購
入
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
生

産
者
が
必
要
な
機
能
に
絞
る
こ
と
で
価
格
を
安
く
抑
え
た

60
馬
力
ク
ラ
ス
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
、農
家
生
産
者
へ
販
売
す

る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
取
組
み
で
す
。購
入
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を

し
た
い
方・興
味
の
あ
る
方
は
、当
農
機
セ
ン
タ
ー
担
当
ま
で

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
34
回
花
き
園
芸
専
門
委
員
会
総
会

信
頼
さ
れ
る
評
価
の
高
い
産
地
の
継
続

山
形
市
農
協
大
型
農
機
利
用
研
究
会
総
会

目
指
せ
50
周
年
！

青
年
部
第
44
回
通
常
総
会

あ
す
の
担
い
手
を
目
指
し
て

　

２
月
22
日（
木
）、当
農
協
本
店
３
階
会
議
室
に
お
い
て
、山
形
市
農
協

青
年
部（
高
木
拓
也
部
長・竹
上
２
）の
第
44
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。総
会
で
は
、大
山
組
合
長
の
来
賓
挨
拶
に
続
き
、全
て
の
議
案
が
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、役
員
改
選
で
は
下
記
の
通
り
新
役
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。

青
年
部
新
４
役 

部　
　
　

長　
　

武
田　

修
嘉
（
坂
の
上
）

 

副　

部　

長　
　

廣
瀬
晋
之
介
（
八
日
町
在
中
）

 

事
務
局
長　
　

佐
々
木
康
裕
（
御
組
）

 

事
務
局
次
長　
　

鹿
野　

真
隆
（
肴
町
１
）



４

　

２
月
22
日（
木
）、ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室
に
お
い
て
、株
式
会
社
ベ
ジ

テ
ッ
ク
理
化
学
分
析
セ
ン
タ
ー
碧
井
真
セ

ン
タ
ー
長
を
講
師
に
迎
え
、当
農
協
セ
ル

リ
ー
部
会
13
名
を
対
象
に
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ（
ジ
ェ

イ
ギ
ャ
ッ
プ
）説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
回
は
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）と

Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識・Ｇ
Ａ

Ｐ
実
践
手
順・生
産
者
の
取
組
事
例・団

体
認
証
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
学
び
、参
加
者

か
ら
は
自
分
の
圃
場
に
置
き
換
え
た
質

問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証

と
は
、「
食
の
安
全
」や「
環
境
保
全
」に

取
り
組
ん
で
い
る
事
が
、第
三
者
機
関
の

審
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
農
園
に
与
え

ら
れ
る
認
証
で
、「
良
い
農
園
の
目
印
」と

言
え
ま
す
。当
農
協
セ
ル
リ
ー
部
会
で
は
、平
成
30
年
秋
作
セ
ル
リ
ー
ま
で
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
研
究
会
を

立
ち
上
げ
、山
形
県
内
初
の
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証
を
目
指
し
ま
す
。

※

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は Japan G

ood Agricultural Practice 

（
ジ
ャ
パ
ン 

グ
ッ
ド 

ア
グ
リ
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル 

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
） 

の
略
で
す
。

※

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
はH

azard Analysis and C
ritical C

ontrol Point （
ハ
ザ
ー
ド 

ア
ナ
リ
シ

ス 

ア
ン
ド 

ク
リ
テ
ィ
カ
ル 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

ポ
イ
ン
ト
）の
略
で
、食
品
製
造・加
工
工
程
の
段
階

で
製
品
の
安
全
を
確
保
す
る
衛
生
管
理
の
手
法
で
す
。

講
師
　
株
式
会
社
ベ
ジ
テ
ッ
ク
　
理
化
学
分
析
セ
ン
タ
ー
長
　
碧
井
　
　
真 

氏

　
２
月
26
日（
月
）、ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
に
お
い

て
、Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
指
導
員
資
格
者
で
あ
る
当
農
協
の
経
済
部

農
業
振
興
課 

安
孫
子
誉
晃
職
員
を
講
師
に
、職
員
向
け

の
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
は
、山
形
セ
ル
リ
ー
農
業
み
ら
い
基
地
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
に
お
い
て
、当
農
協
の
全
職
員
が
組

合
員
に
正
し
く
説
明
で
き
る
よ
う
、Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

説
明
会
で
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
基
礎・必
要
性
を
は
じ
め
、セ
ル

リ
ー
部
で
の
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証
や
、安
全
な
農
産
物
を
生
産
す
る
た
め
の
意
識
改
善
な
ど
に
つい

て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。職
員
よ
り「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
す
る
う
え
で
の
当
農
協
の
課
題
は
何
か
」

と
の
質
問
が
あ
り
、団
体
認
証
の
リ
ス
ク
検
討
や
農
薬・団
地
の
管
理
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
講
師
を
し
た
安
孫
子
職
員
は「
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
方
の
力
に
な
れ
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
28
日（
水
）、協
同
の
杜
に
お
い
て「
山
形
県
地
域
営
農
法
人
協
議
会
第
２
回
通
常
総

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
農
協
管
内
で
は
㈱
大
築
園
芸・㈱
竹
寿
耕
友
会・㈱
フ
ィ
ー
ル
ド

シ
ッ
プ
の
３
法
人
、山
形
県
内
で
は
１
４
１
法
人
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。　

　
こ
の
度
の
通
常
総
会
で
、㈱
フ
ィ
ー
ル
ド
シ
ッ
プ
代
表
で
あ
り
当
農
協
の
理
事
で
も
あ
り
ま
す

逸
見
孝
志
さ
ん（
上
町
４
）が
協
議
会
の
東
南
村
山
地
区
の
代
表
と
し
て
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。任
期
は
２
年
。活
躍
を
期
待
致
し
ま
す
。

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
説
明
会

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
な
取
り
組
み
を
増
や
そ
う
！

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
説
明
会

農
協
内
で
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
理
解
を
深
め
る

山
形
県
地
域
営
農
法
人
協
議
会
第
２
回
通
常
総
会

逸
見
理
事
役
員
就
任
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２
月
15
日（
木
）、昨
年
の
11
月
に「
大
高
根
農
場
記
念
山
形
県

農
業
賞
」を
受
賞
し
た
會
田
和
夫
さ
ん
の
受
賞
祝
賀
会
が
、山
形
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。山
形
セ
ル
リ
ー
生
産
者
、行
政

関
係
者
、ご
家
族
、当
農
協
の
役
職
員
な
ど
総
勢
１
４
８
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

始
め
に
大
山
組
合

長
の
発
起
人
挨
拶
と
、

山
形
県
知
事・山
形
市

長
の
祝
辞
を
い
た
だ

き
、會
田
さ
ん
よ
り

「
体
力
が
あ
る
う
ち
に

セ
ル
リ
ー
作
り
に
尽
力

し
、日
本
一
美
味
し
い
セ

ル
リ
ー
を
作
り
た
い
」と

謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、會
田

さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

が
あ
り
、セ
ル
リ
ー
部
創

部
者
の
半
澤
信
明
さ

ん（
竹
寿
上
）を
筆
頭

に
、セ
ル
リ
ー
の
歴
史
や

若
か
り
し
頃
の
思
い
出

話
な
ど
を
熱
く
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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２
月
20
日（
火
）、Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
花
き
部
会
第
24
回

通
常
総
会
に
お
い
て
、当
農
協
の
野
菜
園
芸
専
門
委
員
会

セ
ル
リ
ー
部
長
で
あ
る
會
田
和
夫
さ
ん（
南
部
）が
、「
山
形

セ
ル
リ
ー
に
お
け
る
連
作
障
害
回
避
と
産
地
展
望
に
つ
い

て
」と
題
し
て
、50
年
に
亘
る
セ
ル
リ
ー
栽
培
を
基
に
し
た

技
術
と
現
在
の
生
産
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、會
田
さ
ん
は
、長
年
培
わ
れ
た
経
験
か
ら
籾
殻
と
豚
糞
等
を
独
自

に
配
合
し
熟
成
さ
せ
た
完
熟
堆
肥
を
多
く
施
用
し
て
い
ま
す
が
、講
演
を
聞
い

た
花
き
農
家
か
ら
は
、そ
の
効
果
に
つい
て
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

1

會
田
和
夫
氏
に
よ
る
講
演

山
形
セ
ル
リ
ー
の
栽
培
技
術
と

　
　
　
　
　
　
　
産
地
展
望
を
語
る

會
田
和
夫
氏
「
大
高
根
農
場
記
念

山
形
県
農
業
賞
」
受
賞
祝
賀
会

２月 ６ 日 （火） 平成29年度セルリー部総会
２月 ９ 日 （金） 村山野菜づくり研修会において成果紹介
 「大規模ハウス団地導入と新規栽培者育成によるセ

ルリー産地の拡大」
 発表者  村総農業技術普及課  技師   林　由佳 氏
２月10日 （土） 東京都池袋において新・農業人フェア開催（７名参

加の内、当組合より３名）
２月14日 （水） やまがたの「食」と「農」地域別マッチング交流会参加

２月15日 （木） 會田和夫氏「大高根農場記念山形県農業賞」受賞
祝賀会

２月16日 （金） 生協共立社主催による第３回若手農業者交流会（４名）
２月20日 （火） JA庄内たがわにおいて會田和夫氏講演「山形セル

リーにおける連作障害回避と産地展望について」
２月22日 （木） 園芸大規模集積団地整備支援事業の現場説明会
 第１回JGAP団体認証に向けた生産者説明会（13名）
２月26日 （月） 職員向けJGAP説明会
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↑本番前の見学風景

　
２
月
13
日（
火
）、県
よ
り「
山
形
い
き
い
き
子
育
て
応
援
企
業　

優
秀（
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
）企
業
」に
認
定
さ
れ
て
い
る
当
農
協
は
、山
形
県
庁
に
て
吉
村
美
栄
子
山
形
県
知

事
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
企
業
に
認
定
さ
れ
て
い
る
企
業
２
社
と
共
に
大
山
組
合
長
が
女

性
の
活
躍
推
進
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
形
県
は
、共
働
き
率
や
育
児
を
し
な
が
ら
働
く
女
性
の
割
合
が
と
て
も
多
く
、

「
若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
で
は
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
企
業
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る「
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
」推
進
や
、役
席
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
な
ど
を
話
し
、出
産・子
育
て
と
仕

事
の
両
立
を
す
る
た
め
に
取
り
組
む
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
２
月
10
日（
土
）、山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
で
当
農
協
特
別
協
賛
の
コ
ン
サ
ー
ト「
山
田

和
樹 

指
揮　

横
浜
シ
ン
フ
ォ
ニ
エッ
タ　
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

樫
本
大
進
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。曲
目
は
、交
響
曲
第
１
番（
ビ
ゼ
ー
）、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
３
番（
サ
ン
＝
サ
ー

ン
ス
）、交
響
曲
第
１
番「
古
典
」（
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
）。弦
楽
器
の
織
成
す
見
事
な
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
奏
で
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、青
少
年
育
成
事
業
と
し
て
、本
番
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
見
学
を
県
内
の
親
子
連

れ
や
学
生
に
公
開
。横
浜
シ
ン
フ
ォ
ニ
エッ
タ
の
ゼ
ネ
ラ
ルマ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
平
成
17
年
か
ら
行
っ
て
お
り
、18
回
目
と
な
り
ま
す
。今
後
も
青
少
年

育
成
事
業
を
継
続
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
形
い
き
い
き
子
育
て
応
援
企
業

　
　
　
　

 

優
秀
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
企
業

吉
村
知
事
と
の
対
談

山
田
和
樹  

指
揮  

横
浜
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

樫
本
大
進

Ｊ
Ａ
山
形
市
特
別
協
賛

　

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
七
日
町
の
ロ
ビ
ー

に
、当
農
協
の
川
合
常
勤
監
事
よ
り

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
お
雛
様
を
飾
り

ま
し
た
。

　

春
の
訪
れ
を
感
じ
、入
居
者
に
も

大
変
好
評
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
２
日（
金
）、ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス

七
日
町
に
て
24
名
の
参
加
よ
り
節
分

の
豆
ま
き
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
居
者
の
福
島
良
吉
さ
ん
が
毎
年

企
画
さ
れ
、節
分
に
行
う
豆
ま
き
の

「
鬼
は
外
、福
は
内
」の
掛
け
声
に
ま
つ

わ
る
意
味
や
由
来
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
七
日

町
職
員
が
鬼
役
と
な
り
、大
き
な
掛
け

声
で
豆
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
後
は
、日
本
料
理
店「
陽

心
」の
料
理
長
吉
田
伸
さ
ん
よ
り
、恵

方
巻
づ
く
り
を
実
演
し
て
い
た
だ
き
、

マ
グ
ロ・カ
ニ
カ
マ・き
ゅ
う
り・か
ん
ぴ
ょ

う・玉
子
焼
き
の
５
種
類
の
具
材
が
色

彩
や
か
な
お
寿
司
に
一
同
の
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。実
演
で
作
っ
た
美
味

し
い
お
寿
司
を
手
に
イ
ベ
ン
ト
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
七
日
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

節
分
祭

鬼
は
外　

福
は
内

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
七
日
町

　
　
　

お
雛
様
を
飾
り
ま
し
た

華
や
か
雛
ま
つ
り

対
談
出
席
者

・
山
形
県
知
事 

吉
村
美
栄
子 
氏

・
第
一
生
命
保
険
㈱　

山
形
支
社　

副
支
社
長

 

坂　
　

典
子 

氏

・
㈱
萬
屋
薬
局　

代
表
取
締
役 

中
村　

妙
子 

氏

・
山
形
市
農
業
協
同
組
合　

　
　
　
　
　

代
表
理
事
組
合
長　

大
山　

敏
弘

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

山
形
大
学
名
誉
教
授
、
関
東
学
園
大
学
教
授

 

國
方　

敬
司 

氏
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ど
よ
ま
ん
Ｔ
Ｖ
出
演

繁
忙
期
に
向
け
て

私
が
お
薦
め
の
お
店
紹
介

平
昌
冬
季
五
輪　

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
応
援
!!

↑人気の「みそラーメン」　

↑辛さに自信のある方は「激辛みそラーメン」

↑石山　聡さん

　

不
動
産
セ
ン
タ
ー
で
は
入
居
率
向

上
の
為
、
一
年
間
で
一
番
の
繁
忙
期

を
前
に
よ
り
多
く
の
お
客
様
か
ら
ご

来
店
い
た
だ
け
る
よ
う
、Ｔ
Ｕ
Ｙ「
ど
よ

ま
ん
」に
出
演
し
ま
し
た
。不
動
産
セ

ン
タ
ー
の
伊
藤
和
貴
職
員
と
木
川
貴

裕
職
員
２
名
が
店
舗
Ｐ
Ｒ
の
為
出
演

し
、２
月
17
日（
土
）に
放
映
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
昌
冬
季
五
輪
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
男
子
で
活
躍
し
た
、小
田
卓
朗
選
手
、ウ

イ
リ
ア
ム
ソ
ン
師
円
選
手
、
一
戸
誠
太
郎
選
手
を
山
形
市
か
ら
見
守
っ
た
そ
ば
屋

で
、父
の
石
山
忍
さ
ん
、母
の
恵
さ
ん
、店
主
の
聡
さ
ん
が
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

同
店
の
２
階・３
階
を
下
宿
施
設
と
し
て
お
り
、今
回
活
躍
し
た
選
手
た
ち
が

高
校
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
が
こ
の
お
店
。山
形
中
央
高
校
に
県
外
か
ら
進

学
し
た
選
手
ら
が
、入
学
時
に
先
生
よ
り
紹
介
を
受
け
、３
年
間
居
住
し
ま
し
た
。

朝
夕
料
理
を
提
供
。中
で
も
人
気
だ
っ
た
の
が
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
自
慢
の
み
そ
ラ
ー

メ
ン
だ
そ
う
で
す
。

　

今
回
話
を
伺
っ
た
聡
さ
ん
は
選
手
の
活
躍
を
見
て「
長
い
期
間
の
頑
張
り
の
賜

物
」「
選
手
た
ち
は
高
校
卒
業
後
も
、シ
ー
ズ
ン
中
に
同
店
へ
顔
を
出
し
、馴
染
み

深
い
メ
ニュ
ー
を
堪
能
し
、そ
の
度
に
一
緒
に
蔵
王
温
泉
や
銀
山
温
泉
へ
行
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
山
形
で
培
っ
て
き
た
経
験
で
良
い
結
果
を
出
し

て
ほ
し
い
」と
選
手
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。そ
ば
屋
を
開
業
し

て
60
年
、活
躍
す
る
選
手
た
ち
を
今
も
心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、私

（
齋
藤
）も
み
そ
ラ
ー
メ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、絶
品
で
し
た
！

　

現
在
、い
し
や
ま
蕎
麦
の
下
宿・入
居
者
募
集
中
で
す
。お
問
い
合
わ
せ
は
不
動

産
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
いい
た
し
ま
す
。

「
紹
介
者
」   

総
務
部
総
務
課　

齋
藤　
　

萌

　

平
成
30
年
１
月
か
ら
各
店
舗
で
実

施
し
ま
し
た「
緑
の
募
金
」は
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。組
合
員

を
は
じ
め
、市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
寄
付
さ
れ
た
募
金
は
、

森
づ
く
り
、公
園・学
校
の
緑
化
、緑
の

普
及
活
動
等
の
緑
豊
か
な
県
土
づ
く

り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

山
形
県
の
み
ど
り
推
進
機
構
は
公

益
財
団
法
人
の
為
、寄
付
金
に
つ
い
て

は
寄
付
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

今
後
と
も「
緑
の
募
金
」に
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

緑
の
募
金　

ご
協
力
の
御
礼

緑
豊
か
な
県
土
づ
く
り
の
た
め
に
活
用

店　　名　手打ち蕎麦いしやま
店　　主　石山　聡 さん
住　　所　〒990-0031  山形市十日町３丁目９－30
電　　話　023-622-4689
営業時間　午前11時～午後２時30分
　　　　　午後５時30分～午後７時30分
　　　　　※スープが無くなり次第終了
定 休 日　水曜日
Ｈ　　Ｐ　https://www.facebook.com/sobaishiyama/

7

で
実

事
終

合
員

力
を

す
。

金
は
、

緑
の

づ
く

だ
き

は
公

い
て

の
で
、

力
く

上
げ

募金総額：17,044円
　　公益財団法人山形県みどり推進機構

　　　　　　　　　　理事長　細野　武司
お問合わせ先　TEL：023－688－6633

●ホテル
　アルファーワン
　山形

第二公園
●

プティフリポン
●

早坂歯科
クリニック
●

手打ち蕎麦
いしやま

●
ホテル

　キャッスル

●横山病院

←山形駅

県庁→

●山形三日町郵便局

国
道
1
1
2
号

石山寿司










